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Miocene Polyplacophora assemblage from the Mizunami group, central Japan 

(First report) 

Junji ITOIGAWA and Hiroyuki NISHIMOTO 

(Abstract) 

About 1000 specimens of fossil Polyplacophora are collected from the Kujiri and Shuku-

nohora facies of the Akeyo formation, and the Nataki conglomerate member of the 

Oidawara formation, both of the Miocene Mizunami group for the latest about ten years. 

Twelve species are recognized in them as shown in Table 1. 

Each member has the characteristic assemblage respectively as follows; 

Nataki member………Lepidozona・Chaetopleura各PlaciphorellaAssemblage 

Shukunohora facies •·•Lepidozona-Acanthochitona-Rhyssop!ax A. 

Kujiri facies …...・・・・・・・・・(LepidozonaA.) 

Many problems on paleoenvironments of sedimentation of the members are discussed 

referring various data on Mollusca, Elasmobranchus and Anthozoa etc. Occurrence, 

preservation and fragmentation of chitons are also argued on viewpoint of paleoecology. 

1.まえがき

ヒザラガイ類 (Polyplacophora) は左右対称の体をもち，体制 ・構造の原始的な軟体動物

である ．世界で約 450種以上，日本で約 100種の現生種が知られていて，すべて海産，付着性

の生活を し， 岩礁 ・礫のところにすむ．沿岸の潮間帯，干潮線下の浅海に多いが，時に4000メ

ート ］レの深海に及ぶといわれる ．

この類の化石については， Treatiseon Invertebrate Paleontology (R. C. MOORE ed.) 

の PartI Mollusca 1の I41-I 76頁に，A.G. SMITH によってまとめられている ．それに

よれば，上部カンプリア系以後に化石として知られ，先祖型は先カンプリア時代にさかのぽる

という ．古生代のものは弱い imbrication（鱗片棘）をもつ点で，それ以後の時代のものと区別

される．中生代以後のものは，形 ・大きさにおいて，現生のものとほぽ同 じである．新多板殻

亜綱 Neoloricata の発展は中新世以後である．記載された種の数は少くとも 350種はあり ，

地質時代における分布は，次の如くである．

オJレドピス紀 ， 
ジ JレJレ紀 8 

デポン紀 16 

＊名古屋大学理学部地球科学教室 ・瑞浪市化石博物館翡託

·•長 瑞浪高等学校

1975年12月2日受理
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石炭紀 ・ニ畳紀 40 

古生代 73 (22%) 

三畳紀 6 

ジュラ紀 18 

白亜紀 7 

中生代 31 (9%) 

始新世 20 

漸新世 8 

中新世 93 〔2〕

鮮新世 67 〔14〕

更新世 50 〔40〕

第三紀（未区分） 10 〔3〕

新生代 248 (69%) 

（新生代の〔 〕の数字は現生種の数）

日本では，化石と して報告されたものとして， 大炊御門 (1938)による ，新潟県柏崎市東部

の “中越統＂下 部（＝？椎谷層）産の， ャスリヒザラガイの一種 (Lep£dozona切terfossa

BERRY) がある ．こ の他，糸魚川 (1973)は三重県の先志摩麗（更新統）に，Polyplacophora

の殻片 2ケが産出する ことを報告している．

日本の現生ヒザラ ガイ類については，古くから研究があるが， 1920年代からは，主に滝庸 ・

滝巌によって研究され， 日本産 ヒザラガイ類目録がつくられている（滝府1962, 滝巌1964).

1963年に著者の 1人西本は，土岐市泉町久尻隠居山・(Pa!eopa.radox£atabata£ の産出地）

で，瑞浪層群の中から ，ヒザラガイ類の殻片化石を採集した．これがき っかけとなり ，瑞浪層

群について注意して採集をつづけた結果，現在では約1000個の標本を得ることができた．さら

に，各地の地圏からも産出することがわかった．すなわち，岩村盆地の瑞浪層群 ・富草層群 ・

師崎層群（中新統），宮田層 ・成田罵（更新統）などである．このことは，日本においても ，特

に浅海性層からは多く のヒザラガイ類の化石が産し，十分，研究にたえることを示している ．

いままで報告が少なかったのは，気がつかれずに， 放置されたことによるもので，決して，化

石と して少ないことによるものではないと思われる．日本の古生恩から産出する可能性も十分

考えられる．

このように，多くの標本がえられれば，この類の研究は可能であり ，記載 ・分類にはじまる

古生物学的研究，地質学的研究は有意義である．とくに，他の軟体動物 ・軟骨魚類群集な どと

共に扱 う古生態学 ・古環境学的研究には有用な材料である ． また同時に， 中新世から現生ま

で，いつの時代に，どの種類が出現するか，系統的に種を追うことも ，この類の系統発生を考

える上に重要であろう．

この研究にあたり，瑞浪市化石博物館館長中村実氏，同館の奥村好次氏は，資料の使用をは

じめ多くの便宜をはかられ，研究の援助をされた．深く感謝の意を表する ．滝巌博士は系統分

類 ・同定について多くの示唆を与えられた．広島大学臨浦実験所所長稲葉明彦教授は，ヒザラ

ガイ類の生態 ・分布について教示された．大阪市立自然史博物館の柴田保彦氏，布村昇氏は文

献を紹介して下さ った ．瑞浪高校地学部，中涙西高等学校の鵜飼修司氏，岐阜北高等学校の土
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岐正道氏と地学クラプ，黒田正直氏 ・成瀬篤氏（瑞浪高等学校地学部OB)は多くの標本資料

を恵与された．多治見市の竹内正春氏は写真撮影の援助をされた ．これらの方々に，厚 くお礼

を申し上げる．

本研究において扱った標本は，すべて，瑞浪市化石博物館に保存されている．

2.化石ヒザラガイ類について

化石ヒザラガイ類は，一般に，その構成する 8枚の殻板がばらばらになって産するといわれ

る．もちろん，日本の中新統から ，8枚の殻がつながって産した場合もあるが，筆者らの手元

にある標本のほ とんどは，単殻片になったものである．また，キャス トで産することは稀で，

殻片は破損 ・磨耗 ・剥離したものが少なくない．

現生種では肉帯 (girdle) の特徴が種名決定の基礎になっ ていることが多いが，化石ではも

ちろん見られない．岩石 ・礫などに付着する生態は， しばしば，殻の変形 ・損傷をおこして

いる ．

このようなヒザラ ガイ類の性質に起因する保存 ・産出状態は，化石の分類 ・同定をむつかし

くしている ．本研究では，次の点を基礎として， 分類 ・同定を行った．

(1) 現生標本との比較

アルカ リ処理した殻片標本の観察を重視した．同じ大きさの ものの比較をする ようつと

めたが，現生ヒザラガイにおいて，幼形が見つかりにくくて，採集しにくい こともあっ

て，困難であった．標本数も十分ではなかった．

(2) 各産地において，多数の殻片を観察し， 綜合すること

殻片は頭板 ・中間板 ・尾板にわかれるが，ばらばらにな った各殻片がえられた場合，ぉ

互いを結びつける ことは困難である ．綿密な観察 ・比較の上，各産地ごとに，頭板 ・中

間板 ・尾板からなる 1つのクつレープを組立て，1種と した．こ のこと は，異なる部位の

殻片によって，それぞれ，別な種がつくられる ことはないが，逆に，いくつかの種を一

括している可能性がある ． これは，将来， さらに多くの標本が採集され，検討された

時，細分されるであろう．

(3) 保存状態を十分考慮すること

磨耗によっ て，あるいは剥離によって表層がない，あるいは薄くなっ ていることがある

ので，現生との比較の場合を含めて， 十分注意する ．剥離の場合は，ふつう表層がはが

れ，連接恩が残っていることが多い．

一方において，分離した殻片標本は，裏面を観察できる利点をもっ ており ，比較 ・検討，種

の同定に使用できる ．

一般に，化石ヒザラガイのように，本来それのもっ ている姿を保持していないものは，他生

的な化石と して扱われている．た しかに生活時のまま ，自生的な状態で化石してはいない．た

とえば，頭板 ・中間板 ・尾板の数の比は， 1 : 6 : 1であるはずだが，現実にはそうでなく

て，瑞浪層群の場合，およそ 1: 5.5: 2である ．尾板が 2倍近い数で産することは，本来，

それが堅固であることによっていると思われる ．一方，尾板は種の識別に有用であり ，化石研

究上好都合である．

しかし，ヒザラガイ類が，礫底 ・岩石底のごく浅い海に多 く生活していること，ヒザラガイ

を含む地層が，礫岩 ・粗粒砂岩などの粗粒堆租物である こと，岩質と保存状態との関係な どを
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検討すると ，必らずしも他生的でなく ，準自生的に近いものも含まれていると考えられる ．で

あるから，十分に注意して考察し， 解析すれば，古環境の指示に有効である．たとえば，多く

の標本を扱って化石群集として認識し，かつ，他の動物化石群集と関連させて，綜合する こと

である．

化石ヒザラガイ類の系統をたどることも有意義であり ，各属 ・種の特徴をとらえ， 時代を追

って系統をつくることも可能と思われる．もちろん，これには， 各時代の，さらに多品の標本

が，各地の地貯から，得られなければならない．関束地方に広く分布する成田層などの更新統

は，今後，化石ヒザラガイ類研究の良い対象となるであろ う．

3.瑶浪層群の化石ヒザラガイ 類

1963年の最初の発見以来，採集が続けられたが，最初はピッ クアップ採集であった． その

後，瑞浪高校地学部の活動対象として，他の軟体動物や軟骨魚類化石の産状調査が とりあげら

れ．特に，明世累履宿洞相，生俵累思名滝礫岩恩に集中 した．こ の時点では，51/I1n以下のサイ

ズの各種のふるいが使用された．その副産物と してヒザラ ガイ類は栖本数がふえはじめ，終 り

には，採集の主目的の 1つと なった． この他， 岐阜北高校地学クラプの採集によるものも多

ぃ．また， 岩村盆地の瑞浪恩群遠山累層 （岐阜県恵那郡山岡町東洞），富草層群 （長野県上伊那

郡阿南町門原川）の採集 も行われた．最近では，瑞浪市化石博物館による採集によって，新し

い産地から多くの良椋本が得られた．

採集さ れた標本は1000個体以上で，そのうち 960個以上が検鋲 ・検定された． 産出囮準は明
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世累屈最上部を占め局地的に発達する宿洞相，生俵累庖基底の名滴礫岩層が中心で，この他，

明世累雇久尻相から も産する．岩村盆地東洞及び阿南町門原川産のものも含めて扱っ た．産地

を第 1図に示す．

第 1表 稲名表 Table1. Fauna! list 

名 滝礫岩円 鹿宿世累 府 久明世尻累相府 璽翡
富草

洞 相 屈群

中 奥桜名 段 あ宿宿 七久阻 東 門

肥 営
1 か

曲 居 原つ
田 名 西施 2 き 洞 り尻山 洞 JI I 

(1) (2l (3) (4) (5) 喜(7) (8) (9) (10) (11) ⑬ 

Lepidoplezirus aff. llakodatensis 

I THIELE R 1 

Mopalia sp. R 3 

Placiphorel!a aff. sii111pso11i 

(GOULD) R 1+ 2+ 1+ 

Acanthochitona cfr. forsythensis 

ASHBY et COTTON R 1 

A. sp. F 34 2 6 

Lcj,idozo1,a sp. C 5 1 4G5 75 50 C 1糾 4 8 R 1 3 I 5 I 3 

C allistochito11 sp. R 1 1 ? 

"Chaetopleura" sp. 1 R 1 

C haetopleura ? sp. 2 F 8 4 3 

Rhyssoplax sp. F 3 3 19 2 

Lucilina sp. R 8 1 

011itl1ochito11 ? sp. R 3 1 

R:: Rare, F : Frequent, C : Common 

第 1表に種名，数，産出地点，産出層準を示した．化石ヒザラ ガイを含む地層の岩質は，礫

岩及び Miogypsi加 を多産する 中～粗粒の砂岩が主なものである． 化石の保存についていえ

ば，砂岩でも粗粒でないものに含まれる ものは保存がよく ，棘，歯隙 (slit)，歯 (tooth)など

が保存されている ．あかつき洞がもっとも よく，宿洞，束洞がこれについでいる ．ま た，山形

に角ばっ た殻片は多少扁圧さ れて， 変形している．粗粒砂岩～礫岩中のものは，殻片が折れて

半片にな っている ことが多い． 粗粒砂岩中のものには表摺の剥離 ・磨耗が見 られ，礫岩中のも

のは磨耗している ことが多い．

この表から ，瑞浪居群のヒザラガイ類化石群集は次のようにまとめられる．

名滝礫岩層

Lepidozona-ChaetoPleura ?-P laciphorella群集

（ヤス リヒ ザラガイ ） （トゲハダヒザラガイ ？） （パパガセ）

明世累層宿洞相

Lepidozona--Acanthochitona-Rhyssoplax群集

（ヤスリヒザ ラガイ ） （ケハダヒザ ラガイ ） （クサズリガイ）
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屈 準 I産 地 I 岩 質

中 肥 田 (1) 礫 岩

名

滝
奥 名 (2) 石含礫灰貝岩殻

裸
桜 蛍 西 (3) 礫 岩

岩

ロ々 泄 (4) II 

四

段 I・ 2 (5) II 

宿 あ か つ き 洞 (6) 中粒砂岩

明

洞 宿 (7) I/ 

世

相 宿 洞 (8) II 

累

久
七 曲 り (9) 粗粒砂岩

／図
尻

久 屈(10) 中粒砂岩
相 爵 居

遠山
東 洞 (ll) 細粒砂岩

累岡

富草
門 原 川似 粗粒砂 岩

府群

明世累層中 ・下部

(Lepidozona群集）．．…資料が少ない

（ヤスリヒザラガイ）

第2表化石群集と古環悦 Table2. 

I ヒザラガイ群集 I 軟休動物群集

Lepidozona Pitar-Chama 

Lepidozona Dentalium-Glycymeris 

（少ない）

Lepidozona-

C haetopleura ?。 Chlamys-Anisocorbula 

Placip}wrella （多い）

Lepidozona-
C haetopleura ? ・ Ch lam ys-Homalopoma 
Placiphorella 

Lepidozona-
// 

C haetoplettra ? 

Lepidozona-

Acauf hochilona- Mitrella-"Vermetus" 

(Luci/i11a) 

Lepidozona Zeuxis-" Ve1metus" 
（少ない）

Rhyssplax-

Lepidozona- Cavilucina-GlycymeがS

Aca11thochito11a 

Lepiaozo匹 Homa!opoma-"Nassa・ 

（少ない） ”us " 

Lepidozona Glycyme1is-Tunitella 

（少ない）

Saccella, 

Lepidozona Venericardia, Arca 

（少ない） G!ycyme1is 

Lepidozona- Homalopoma, 

Rhyssoplax （少ない） Denta/ium 
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Fossil assemblages and paleoenvironments 

軟 晋 魚類 群染 I サンゴ頻群 集 I その 他の群集 I 底質 ・水深

Carcharhinus-
Deltocyathus-

Dend1ophyllia・ Bafanus 
Odontaspis 

Oculina 洵岸近くの砂礫底

Carcharhinus- Dend1ophyllia- 5~10m 

Negapガon•Dasyatis Ocu/ina 

（多 い）

Ca1cha1hinus- Deltocyathus-
Ba/anus 

Odontaspis De11d1ophyllia 

少し深い礫底

Ca1cha1hinus 
De11d1ophyllia・ 

Ba/anus 5 ~20m 
Deltocyathus 

Ca1cha1hintts・ Dellocyathus-
Bala11us 

(Galeocerdo) Dend10phyllia 

Das ya tis-Ca1charhi11us Flabel/um, Tu1bi11aria 
Miogypsi11a 

Balanus 
（少ない）

大きい内湾の砂底

Cynaria Miogypsina 
0~5m 

Ca1c/Jarhi11us 
Miogypsina 

＇ Cynariaなど

（少ない） 造礁サ ンゴ
Ast1iclypeus 

Dallinel/a 
海岸近く の砂質底Ca1cha1hinus- Bryozoa 

Myliobatis Kewia, Salenia om 
Stomopneustes 

Dallinella 
海岸より少 しはなれCarcha 1 hi nus- Bryozoa 

Myliobatis Kewia, Salenia た砂質底 5 ~IOm 
Stomopneustes 

Carcha1hinus 
Brachiopoda 

細砂底
(Terebralttlina, Li11gula, 

（少ない）
Disciniscaなど）

20~30m ? 

不明

-

これらの群集および構成種を見るに，潮間帯～干潮線下の浅海帯を示すものと 思われる． 名

滝礫岩層の各産地はすべて礫岩で， 準自生的なヒザラガイ群集と いえるであろう． 宿洞相のも

のは，きわめて浅い浅海へ，近くの海岸の礫地 ・岩石地から運搬されたものであろう． 名滝礫
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岩厨産のものより，保存のよ いことは，その距離がきわめて近く ，また，急速に埋没 し， 保存

されたものといえるであろう．その点で，宿洞相の Miogypsina を多凪に含む貝類化石庖中

のヒザラガイ類化石も準自生的といえるかもしれない．

ヒザラガイ類，軟体動物（糸魚川 ・柴田 ・西本 1974)，軟骨魚類 （糸魚川 ・西本 1974)，サ ン

ゴ類（江口 1974)などの汽料を基にして ，各産地ごとの化石群集と ， それから推定される古

棗境を第 2表に示した．

水湿について も同様に綜合すると ，宿洞相はかなり暖い時期の堆積物であることが， M£o-

gypsina，軟体動物，サンゴ類，フジツボ類，環形動物な どから推定される．宿洞相のヒ ザラ ガ

イ類の殻が小さいことも ，一つの証拠としてあげられるであろう ．名滝礫岩囮は，宿洞相に比

して， 低い水温を示すものと思われる．ヒザラガイの殻の大きさがより大であることは興味あ

る事実である ．明世累層中下部については， ヒザラガイの資料は少ないが，他の化石群集か

らいえば，全体と して暖流の影評があ り，時に，冷水の流入があったと考えられる．

瑞浪層群産の化石ヒザラ ガイ類を現生ヒザラガイと比較すると ，化石はすべて現生の属に属

し，類縁種を見る限り past-japonic （原日本）型といえよう ． これは， 広く ，軟体動物 ・

軟骨魚類についてもいえることで，瑞浪層群が堆積した盆地，さらに広く第一古瀬戸内海と し

て想定されているものは，日本的な海であった ことが考えられる ．past-japonictypeにつづ

くものとして ，ヒザラガイ類では更新統に含まれるものがある ． ここでは，現生の japonic

typeの顔ぷれがさらにふえてきて，現生群集に，より 近似したものとなっているといえ よう ．

日本の現生種を見た場合，南方系のものについての資料は少ない．また， 潮間帯以下，とく

に10m以深のものについては調査が十分でない．このことは，幼形がよくわかっていないこと

にもあらわれている．

化石には， 幼形と思われる小型のものが含まれているが，潮間帯以深のものである可能性が

大きい．化石 ・現生を含めての研究が，広い意味での，日本のヒザラガイ類相をさらに明らか

にしてゆくものと思われる．

6.種の記載

大分類は滝 庸 (1962)による ．種名 を確定してないが，新種と思われるものが多い．

POLYPLACOPHORA,多殻網

NEOLORICAT A,新ヒザラガイ亜網

LEPIDOPLEURIDA サメ . -ハクヒサフガイ目

Lepidopleuridae,サメハダヒザラガイ科

Lepidopleurus Risso 1826, サメハダヒザラガイ属

Lepidopteurus aft. hakodatensis THIELE, 1909 

(PL 9, Figs. la, b) 

cfr. Lepidopleurus hakodatensis THIELE, 1909, Zoologica Heft., vol. 56, P. 10-11, Taf. 1, 

Figs. 11-12. 

尾板 1個．殻長1.21'1111，殻幅（1．omx2)．殻板は左右に長い半円形．尾殻頂は殻の中央にあ

り， 鈍角で先端は円まる．その後方に浅い凹みがある．殻表全面に，微細な顆粒列がつくる放

射肋があり，尾殻頂から殻板周縁にまでのびる ．表層が連接層を被ってのびるため，殻板後縁
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第 2図体制模式図 Fig.2. Morphorogical features 

1 :背面， 2:右側面，3:頭板 beadvalve, 4 :中間板 intermediatevalve, 

5 :尾板 tailvalve, A :腹面， B:背而， c:前面

tv:尾板 tailvalve, iv:中間板 intermediatevalve,加 ：頭板 headvalve, 

S? ：歯隙溝 slitray, s :歯隙 slit,t :歯 tooth,ap :迎接板 articulamentalplate, 

e:楼部 eaves,/pa:肋側域 latero-pleuralarea, pa :肋域 pleuralarea, 

4C 

la :側域 lateralarea, b :嘴部 beak,Ir：縦／J1.Jlongitudinal rib, 1r：放射肋 radiating

rib, p111a:後域 post-mucronalarea, m:尾殻頂 mucro,te:表Jootegmentum, 

a:連接刑 articulamentum, si：彎入 sinus

は微細な鋸歯状を呈する．前域と後域とは明瞭に分かれず，放射肋の向きに よって僅かに区別

される ．放射肋は極く細くまっすぐのび，後域で数10列を数える ．肋間は肋の幅より狭い． 連

接板は極めて小さい．

北日本～アム ーJレ湾産の現生種，LeP£dop!eurushakodatens£s THIELE, 1909 に似るが，

殻板はより小さ く， 連接板はより 発達しない．また，放射肋がまっすぐのびるもう 1つの種カ

リフォル＝ア産現生の Leptochiton(Zzphiozona) hearti BEERY, 1919に似るが，放射肋はよ

り粗い．

IT, MFM • MA  0855, あかつき洞 • D，宿洞相．

ACANTHOIDA, l-ゲ ヒザラガイ目

Mopaliidae, ヒゲヒザラガイ科

MoPal£a GRAY, 1847,ヒゲヒザラガイ属

Mopat£a sp. 

(Pl. 9, Figs. 3a, b) 
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中間板3個．殻長4.59庸，殻幅 (11.2輝 X2)．殻板は左右に細長く ，扁平な五角形をなす．

殻はやや薄く ，表刑が倒離し幼い．背域は存在するが不明瞭．側域と肋域とは 1本の放射肋で

区分される ．放射肋は細く ，肋上に数個の小さい半球状頼粒が並ぷ．側域には，10~12本のりf

曲した細い縦肋がある ．肋間に，縦肋に斜交する横肋を刻み，格子状を呈する．肋域は，格

子模様のほか，後端に顆粒列をのせる放射肋がある ．嘴部は僅かに突出する．

連接板はパパガセ型．殻板の両端で長い．臼入は極めて浅い．歯隙は左右に各 1'放射肋上

にある ．歯隙溝は小さい点刻列．

上記の点で同属の他の種と異なる大型のヒゲヒザラガイである ．

21, MFM • MA  0052,0053,名龍岐阜北高校地学部採集 ；1J,MFM • MA  0054,名

滝，名滝層．

Plaetphorella (CARPENTER MS) DALL, 1879,パパガセ属

Placiphorella aff. stimpsoni (GouLD, 1859) 

(Pl, 9, Figs. 2a, b) 

cfr. Chiton (Mopalia) sti111pso11i GOULD, 1859, Proc. Boston Soc., Nat. Hist., vol. 7, p. 165. 

第 6中間板 1個．殻長6.om，殻幅 c12.1111111x2)．殻板は厚く大きく ，左右に細長い． 殻表

は平滑で，細く弱い成長線がみられる ．背域は分化せず，肋域と側域は僅かに分化する．肋域

は側域より高まらず，又，成長線のつくるひだもない．嘴部は突出しない．

連接板は左右に細長い．殻板とかなりの傾斜角をもって垂れ下がる．歯隙の後方で殻板の左

右にやや長く突出する ．連接板の巾は両殻端で最も長い． 柱f入は浅く鈍角三角形をなす．歯隙

は左右に各 1.深く切れ込む．歯隙溝は浅く ，なめらかである ．

連接板の形態，側域と肋域の分化の程度が低いことなどから，他の種と識別できる ．連接板

の形態は上記の種によく似る．

11, MFM • MA  0945,桜堂西，名滝屑鈴木信久氏採集 2I,0060, 0061,名諏名滴屈

Cryptoplacidae,ケムジヒザラガイ科

Acanthochitoninae,ケハダヒザラガイ亜科

Aca叫 ochitonaGRAY, 1821,ケノヽ ダヒザラガイ屈

Acanthochitona cfr. forsythensis (As1rnv et COTTON, 1939) 

(PL 9, Figs. 4a,b) 

cfr. Acanthochiton forsytl/.ensis ASHBY et COTTON, 1939, Rec. S. Austr. Mus., vol. 6, no. 3 

中間板 1個．殻長1.5m，殻幅2.lm/fl．殻板は薄く ，略七角形をなす．背域と肋側域は明瞭に

分けられる ．背域は広く ，後方からの浅い切れ込みに よって，房状の特異な形を呈する ．背域

には顆粒 ・縦溝をつくらず，成長線がみられる ．肋側域には，比較的大きい三角形の顆粒が，

瓦礫状に重なる ．顆粒数は右肋側域で 8列20数個． 嘴部はかな り強く突出する．連接板は前方

へ強 く長 く突出し， 団入は大きい．歯隙は不明．

南オ ーストラ リア州鮮新世より産した上記の種に似るが，背域の形態が少 し異なる ．

11, MFM ・ MA  0814,あかつき詞C,宿洞相．
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Aca俎hochitonas,p. 

(Pl. 9, Figs. 5-12, 13a, b) 

頭板は殻長1.7前91，殻幅2.4n1m.殻板は亜円形．まわりを縫合板に とり巻かれる ．殻表全面に

円＜平らな顆粒がある．迎接板は大きく ，外形は半円形をなす．歯隙は 6,背面に条溝があり

殻板に達する．

中間板は，殻長2.2”'/，殻幅3.4輝．亜五角形をなし，第 2～第 7の各中間板の形態は各々か

なり異なる．殻表には顆粒が発達する ．背域と肋側域は明瞭に分けられる ．背域には刻点と，

臼入基部に条線が発達する ．肋側域の顆粒列は 7~9列．顆粒は平た＜ ，表面がへこむ特異な

形をなす．連接板は方形で，長く斜め前方に延びる ．観入は大きく ，深い．歯隙は左右に各 1.

尾板は殻長1.51111n,殻幅3.0mm,殻板は小さく ，亜六角形．尾殻頂は中央やや後方にあり ，ゅ

るやかに隆起する ．連接板は方形で大きく ，斜め前方に延びる．歯隙は 1.

上記の特徴から，同属の他の種 （日本産現生種）と識別される．

3H, MFM・MA 0811-0813; 1391, 0018-0033, 0814-0816; 2T, 0016, 0017, あか

つき洞ーD,61, 0762-0767,宿洞，宿洞相．

CHITONIDA,クサズリガイ目

Loricidae,ヨロィヒザラガイ科

LePz"dozona PILSBRY, 1892,ヤスリヒザラガイ属

Lepidozona sp. 

(Pl. 9, Figs. 14a, b, 15a, b, Pl. 10. Figs. 1-10) 

頭板，中間板，尾板計1000個が得られた． 明世累屈中部と名滝層から産するものは殻板が大

きく ，明世累恩最上部，宿洞相から産するものは小さいが識別不能のため合わせて記載する ．

頭板は，半円形，殻長4.3煎研，殻幅9.2≫1111.殻表には20条＋の顆粒のある放射肋があり；殻板

周縁で二叉三叉して30~40条となる ．歯は大きく肥厚する ．歯隙は 9~11.

中間板は殻長4.3mm,殻幅10.8宵／9.背域は不明瞭． 中央域には 35~50条の縦肋がある ．肋

間に横肋があ り， 粗い格子状となる．肋域には，球形の顆粒のある太い放射肋が 3本あ り， 前

方と後方のものは二叉する．嘴部は殆んど突出しない．連接板はかなり幅広く ，珂入は極く浅

い．歯隙は左右に各 1~2.歯隙泄は細く明瞭．

尾板は半円形．殻長4.3mm,殻幅7.59191．尾殻長は中央にあり ，高まらない．後域には円みを

帯びた太い放射肋がある．肋数は11~13.殻縁で二叉～四叉する ．肋上には大きな球形顆粒が

ある ．前域には25~30条の縦肋がある ．肋間幅は肋幅より狭い．肋間に横肋があっ て， 格子

状となる ．迎接板は“へ’'の字型に前方に突出する ．橙入は浅い．歯は大きく ，肥厚する．歯

隙溝は11~13.

上記の点で，日本産の現生種とは異なる ．

久尻相，宿洞相，名滝居からごく普通に産する ．岩村盆地の瑞浪層群遠山累罵，富草庖群大

下条層からも産する ．
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Callistochzlon (CARPENTER MS) DALL, 1882,カプ l、ヒザラガイ属

Callistochiton sp. 

(Pl. 11, Figs. la-c, 2a, b) 

頭板，尾板各 1枚が採集された．殻板は重厚で，殻表の顆粒をのせる肋は太い．

頭板は殻長2.2111111,殻幅4.0"町半円状で非常に強くふくらむ．殻表には 9条の放射肋があ

り，殻頂から殻板周縁へ直線状に走る ．放射肋状には小さく円い顆粒をのせる ．肋間は肋より

幅広く，顆粒がつらなって肋に斜交する模様をつくる．周縁部は摩耗しているが，歯は厚く ，

ごく細い歯隙8個が認められる ．標本の保存不良のため，この属のもの とするにはなお疑問が

残る ．

尾板は殻長3.5町 1，殻幅6.41n1il.やや平らな半円形を呈する ．尾殻頂は高まらない．後域には

円みを帯びた太い放射肋がある ．肋は 9条，うち 1条は二分する ．肋上に小さく円い顆粒をの

せる．前域には22~23条の縦肋があり ，まっすぐのびる．肋間は成長肋に刻まれ，格子状模様

をつくる ．連接板は破損していて不明．歯隙は 9.歯は肥厚し， 殻内へ向って弓状に曲る．

?lH,MFM • MA  0059,名滝 ；lT,MFM • MA 0058,桜堂西，名滝層

Ischnochitonidae,ウスヒザラガイ科

Chaetopleurinae, トゲノヽダ ヒザラガイ亜科

ChaetoPleura SHUTTLEWORTH, 1853,トゲハダヒザラガイ属

"Chaetopteura" sp. 1 

(Pl. 11, Fig. 13) 

保存不良の尾板 1個．殻長1.8'//1凡殻幅2.7 11/111,尾殻頂は中央，高まらない．後域は平滑，

極めて小さい円形の模様を刻む．前域には細長い顆粒が連なって，不規則にうねる縦肋をつく

る．縦肋は細く ，11本を数える ．連接板は小さく，樹入は浅い．

1 T, MF M • MA  0855,あかつき涸ーD,宿洞相．

Chaetop!eura ? sp. 2 

(Pl. 11, Figs. 11, 12) 

1個の頭板と10数個の中間板が得られた．

頭板は円形，殻長4.om，殻幅7.2'111111.殻表全面に，粗粒の不規則な顆粒がある ．顆粒は放

射状に並び，20数列が数えられる ．裏面は保存不良，不明．

中間板は円みを帯びた長方形，殻長3.4mlll, 殻幅6.5≫1111.殻表には顆粒列があり ，背域，側

域，肋域に分かれる ．背域は逆V字型の点刻列によって刻まれ， 10数条の縦肋をもつ．側域に

は粗粒で不規則な形の顆粒が連なる縦肋がある ．縦肋は両殻端で太くな り， 約10条を数える．

肋域には，顆粒列放射肋数条がある ．嘴部はやや突出する．連接板は小さく ．閲入はゆるやか

に浅い．歯隙は不明．簿い滑層が発達する ．

比較する種がなく，この属のものとするには疑問が残る ．
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1H, MFM • MA  0011; 7 I, 0004-0010,桜堂西 ；3I, M FM・ MA  0012-0014, 名

滝，名滝層．他に段ー 2からも産する ．

Chitonidae,ヒザラガイ科

RhyssoPlax THIELE, 1893, クサズ リガイ 属

Rhyssoptax sp. 

(Pl. 11, Figs. 7-9) 

頭板は半円形，殻長2.0111m,殻幅3.7 mm,殻表は殆んど平滑，成長線がみられる．歯隙は9.

中間板は長方形，殻長2.211/in,殻幅6.8111見 板状肋に よって， 背域 ・側域 ・肋域に分けられ

る．背域は広く ，殻表は平滑．側域には 9条の細い縦溝があり ，板肋状を呈する ．嘴部は殆ん

ど突出しない．連接板は左右に幅広く，礎入は広く浅い．円入部は鋸歯状に刻まれる． 大きい

櫛状歯をもつ．歯隙は 1.

尾板は半円形，殻長2.0前19，殻幅3.5111111,尾殻頂は中央より かな り前方にあっ て， やや高ま

る．後域には 4~5本の輪状肋がある ．後線は微鋸歯状に刻まれる．背域は平滑．側域には

7~9条の板状肋がある ．連接板は小さく ，逆U字型，歯隙は9~10.歯隙溝は明瞭．

上記の形質から，同屈の日本産現生種とは識別される ．

3H, M FM・ MA  0768-0770 ; 13 I, 0034-0045 ; 3T, 0770-0772．宿洞，宿洞相他

にあかつき洞，宿（宿洞相）から産する ．門原川（富草恩群大下条層）からも産する．

Luci/切aDALL, 1882,アヤヒザラガイ属

Lucil切asp.

(Pl. 11, Figs. 6a, b) 

中間板数個．殻長2.39li几 殻 幅4.991凡殻板は小さく開いた扇形．殻表は肋部を除き平滑で．

背域と側域は区分されない．肋域には放射肋が 4~6本あり ，成長線との交点に長い顆粒を生

ずる ．殻が成長するに従って ，放射肋は周縁部まで伸びる ．中央域は平滑，肋域の肋に沿っ て

短い縦溝列がある．嘴部は強く突出する ． 迎接板は山形に前方に突出する．歯隙は不明．滑

屈に沿い，殻の誕面中央に逆V字型の肥厚部が発達する ．

Funafuti環礁のボ ーリン グ ・コアより得られた Luci!切asp. (H. S. LADD, 1966, p. 24, 

Pl. 1, figs. 18, 19)によく似る ．

8 I, MFM • MA  0083-0090, あきつき洞D, 宿洞相，最上勝昌氏他採集．1I, MF 

M • MA  0729,門原川，富草層群大下条層

Onithocht"ton GRAY, 1874,ニジキヒザラガイ属

Onithochiton ? sp. 

(Pl. 11, Figs. 14a, b) 

尾板 1'殻板は小さく ，辿接板の発達の悪い：：：ジキヒザラガイ属の殻板である ．

尾板殻長2.39／崩， 殻高4.7煎煎， 新月形．尾殻長は後端にあ り， 後域は僅かにみえる．背域と

肋域の区分は不明瞭，10数条の縦肋がある ．縦肋は成長肋に刻まれて格子状となる ．連接板は
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革質状，短 く前方に突出する ．彎入は弧状で，広く大きい．桁部が殻の後縁に著しく大きく 発

達する ．歯隙はない．この種は瑞浪の他のヒ ザラ ガイ類化石と識別し易い．

殻表に不明瞭な縦肋がある ことから，上記の属に近いものと考えられる．

1 T, MF  M • MA  0073, あかつき洞ーD, 宿洞相他にあかつき洞より ，こ の種の中間板

と思われるものが産出する ．
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Explanation of Plate 

Plate 9 

Figs. la, b. Lepidopteurus aff. hakodatensis (THIELE) 

中間板 あかつき洞(6) X 5 

Figs. 2a, b. Placiphorella aff. stimpso厄 (GOULD)

中間板桜営西(3) a X 2, b X 6 

Fig. 3. Gen. and sp. indet． 尾板名滝(4) X 7 

Figs. 4a, b. Acanthochito加 cfr.f orsythensis ASHBY and COTTON 

中間板あかつき洞(6) X 5 

Figs. 5, 6. Acanthochitona sp. 頭板あかつき洞(6) X 5 

Fig. 7. Acanthochitona sp. 中間板宿洞(8) X 5 

Figs. 8, 9. Acanthochitona sp. 中間板 あかつき洞(6) X 5 

Fig. 10. Acanthochitona sp. 尾板 あかつき洞(6) X 5 

Figs. 11, 12, 13a, b. Aca成hochitonasp. 中間板 あかつき洞(6) X 5 

Figs. 14a, b. Lepidozona sp. 頭板東洞(11) X 4 

Figs. 15;1-d. LePidozona sp. 中間板東洞(1、1) X 4 














